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１月は班回覧を休んでしまい、楽しみにしてくださった方には大変申し訳ありませんでした。 

まもなく立春です。そろそろ胸を張って「時山大好き」と言える気がします。まだまだ寒い時期が続きま

すが、体調には十分気をつけてお過ごしください。 

 

 

炭となる原木のことを、時山の人は窯木（かまい）と言い、製炭に

おける伐木のことを窯木切り（かまいぎり）といいます。 

私が切った切株を見た師匠は、私がどう考えて切ったかすべて

言い当てられるのでとても困惑します。また、一言二言貴重なアド

バイスを頂けます。 

チェーンソーを初めて触ってから半年が経ちますが、扱いはまだ

まだ不慣れで、怖さや不安があります。時山の木のようにじっくり

ゆっくり成長出来たらいいなと思います。 

 

去年末に新聞社やテレビ局から取材を受け、新聞記事にな

ったり映像になったりしました。記者さんの質問の仕方や記

事の書き方にそれぞれ特徴があって面白かったです。 

取材を通じて感じたことは、消えてしまった文化や産業を

再興するということは本当に大変だということ。伝えてくれ

る師匠達・協力して頂いている時山炭保存会の皆様・企画や

サポートをしてくれる職員さん達が一体になって再興に向

けて頑張ってきたからここまでこられたのだと思います。時

山炭の復活に向け、しっかり取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 昔々はウィルスの存在を知りませんでした。どのように風邪を考

えていたかというと、気付いていない寒さが風の出入り口からやっ

てきて風邪を引くと考えていました。風呂上りに髪の毛が半乾きだ

と危ないですね。健康な状態で「寒い。寒い。」と言っている間は寒

さに気付いているから大丈夫です(笑)。次に風の出入り口はどこか

というと、体の弱いところと大体「風」がつく名前のツボになりま

す。風池・風門・秉風（へいふう）などがあります。だいたい首・

肩・肩甲骨の間に集まっています。昔から首を温めるといいという

のは理に適っているのですね。 
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令和 4年 12月 26日（月） 

岐阜新聞 朝刊 社会面に掲載されました 

 

 

  

 


